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筒井　伸,林　秀行,仁木　登,芦澤和人: PR0/1、1/0の評価におけるCT画像の活用に関する研究. 労災疾病臨床研究
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岸本卓巳,芦澤和人,加藤勝也: びまん性胸膜肥厚症例に係る調査解析結果. 令和元年度 石綿関連疾患に係る医学的

所見の解析調査業務（びまん性胸膜肥厚改正認定基準妥当性の確認調査編）報告書 : 34-40, 2020.

岸本卓巳,芦澤和人,加藤勝也: びまん性胸膜肥厚改正認定基準妥当性の確認調査. 令和元年度 石綿関連疾患に係る

医学的所見の解析調査業務（びまん性胸膜肥厚改正認定基準妥当性の確認調査編）報告書 : 6-33, 2020.
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福田　実: One Point Advice がん薬物療法と発熱. 内科総合誌 Medical Practice M.P 37(6): 956, 2020.
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千住博明, 林　史子, 須山隆之, 本田徳鷹, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 多発性内

分泌腺腫I型（MENI）合併胸腺カルチノイドの1例. 第84回日本呼吸器学会・日本結核非結核性抗酸菌症病学会九

州支部春季学術講演会 : 69, 2020.

梅山泰裕, 林　史子, 小野沙和奈, 行徳　宏, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 早田　宏, 迎　寛: 免疫

チェックポイント阻害薬投与後に甲状腺機能障害を認めた症例の後方視的検討. 第117回日本内科学会講演会 :

129, 2020.

櫛田友香, 千住博明, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 財前圭晃, 尹 漢勝,

迎　寛: 多発性内分泌腺腫I型（MENI）合併胸腺カルチノイドに対してエベロリムスが有効であった１例. 第39

回日本胸腺研究会 : 53, 2020.

高尾大祐, 竹本真之輔, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 千住博明, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: 長崎大学病院呼吸器

内科における durvalumabの治療成績. 第60回日本肺癌学会九州支部学術集会 第43回日本呼吸器内視鏡学会九州支

部総会 : 30, 2020.

須山隆之, 千住博明, 林　史子, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 北村峰昭, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: ペムブロ

リズマブ/プラチナ併用療法後の維持療法中に腎障害を来し腎生検を行なった一例. 第60回日本肺癌学会九州支部

学術集会 第43回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 : 76, 2020.

山下耕輝, 梅山泰裕, 林　史子, 須山隆之, 道津洋介, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 財前圭晃, 田畑和

宏, 迎　寛: 肺腺癌に対する全身化学療法中に再生検で神経内分泌腫瘍の診断を得た1例. 第60回日本肺癌学会九

州支部学術集会 第43回日本呼吸器内視鏡学会九州支部総会 : 90, 2020.

本田徳鷹, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 千住博明, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 迎　寛: ペムブロ

リズマブ/プラチナ併用療法後に多彩な免疫学的有害事象を来した一例. 第84回日本呼吸器学会・日本結核非結核

性抗酸菌症病学会九州支部春季学術講演会 : 53, 2020.

小林健，芦澤和人，丸山雄一郎，鐘撞一郎，森谷浩史，中山富雄，佐川元保: JECS研究参加施設のCT画質評価.

日本CT検診学会学術集会 27回　:  2020.

芦澤和人: 教育講演１　孤立肺結節の鑑別診断とマネジメント. 日本CT検診学会学術集会 27回　:  2020.

芦澤和人: がん遺伝子パネル検査の実装～がんゲノム医療拠点病院の立場より～. CRCと臨床試験のあり方を考

える会議2020 in長崎 20回:  2020.

芦澤和人: 肺癌のCT診断の基本. 第61回日本肺癌学会学術集会 60(60): 50, 2020.

白石健悟, 千住博明, 林　史子, 須山隆之, 梅山泰裕, 道津洋介, 竹本真之輔, 山口博之, 福田　実, 黒田揮志夫, 田畑

和宏, 迎　寛: シェーグレン症候群, 高ガンマグロブリン血症, アナフィラクトイド紫斑を合併した胸腺原発MALT
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